
〘３つの柱〙
❶こどもが育つ
  こどもの成⻑は、まちの将来の創造につながります。 次代を担うこどもが、⾃信と誇りをもち、
  多様で変化の激しい社会を生き抜く力を身につけられるよう取組をすすめます。
❷親が育つ
  こどもは、身近な⼤⼈としての親を⾒て育ちます。 親や身近な⼤⼈はこどもの成⻑を⽀える存在
  であることから、こどもに寄り添い、学び合いながら成⻑していけるよう取組をすすめます。
❸市民（人）が育つ
  だれもが生き生きと暮らすためには、だれでも、いつでも、どこでも、いつまでも、学ぶことが
  ⼤切です。市⺠が学び、交流し、成⻑し続けることで、地域の中で⾃分の役割や居場所を⾒つけ、

【戦略実現への手段】ＯＯＤＡ（Observe 観察・感知→Orient 状況把握・判断→Decide 意思決定→Act 対処・実行）⇒ミッション達成！

❶

❷
〘事業内容〙

〘基本方針〙

〘評価・検証方法〙

〘実施スケジュール〙

〘各役割の詳細〙

〘現状・課題〙

〘事業予算（総額）〙

❸

講師旅費      

❹

4,602,730千円

【法体系】
日本国憲法

教育基本法

近江八幡市第１次総合計画

第３期近江八幡市教育大綱

学校教育法
社会教育法

 図られ、児童の学力の高まりが期待できる。

 就学前家庭への個別相談、助言、訪問相談(アウトリーチ型⽀援)／家庭教育講座や交流会の企画運営／
 就学に向けた生活・学習習慣づくり⽀援／小学校及び就学前施設との情報共有と連携

近江八幡市がめざす『小学校教科担任制』（生き抜く力を支える学力向上） 

②授業の質の向上→教師の担当教科を減らし、教材研究の充実や系統性を意識した授業づくりによる授業改善が

〘なめらかな導入に向けた方策・取組〙

推進委員会・推進校講師謝金
 ⽀援が可能となる。児童を複数の教員で指導することにより、生徒指導上の課題の未然防止につながる。

消耗品費              

 主体的に家庭教育に取り組む意識の向上を図る。
❼学校・地域への効果 → 家庭教育⽀援を通じて、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を理解し、子どもを地域全体で育てる意識の
 醸成につなげる。

 保護者ｱﾝｹｰﾄ／学校での意⾒聴取／相談件数・参加率等の定量評価

①家庭教育⽀援コーディネーター ２名（教育委員会事務局に配置）
 事業全体の企画運営・⽀援員への指導・助言等／小学校、就学前教育施設等との連携／事業評価と改善提案
②家庭教育⽀援員 ８名（各就学前施設・小学校等４２施設への兼務配置）

〘予算（概算）〙

令和８年６月 ： 家庭教育⽀援員８名を全小学校区に配置

12,215,000円

令和９年３月上旬 ： 就学前における家庭教育力向上に向けた保護者向け

 構築し、継続的かつ実効性のある連携を推進する。

❽小1プロブレムの緩和 → 就学前からの家庭教育⽀援と小学校との連携により、生活習慣や学習への⼾惑いを軽減し、⼊学後の
 不適応や指導上の負担を緩和する。  資料(就学前の保護者が⼤切にしたい１０の姿)の公表と啓発の開始

令和９年３月中旬 ：成果検証と改善策を提案

≪ 令 和 ８ 年 度 　近 江 八 幡 市 教 育 委 員 会 　　『 教 育 戦 略 ミ ッ シ ョ ン』  ≫　　     

　「こども」が輝き 「人」が学び合い　ふるさとに愛着と誇りをもち　躍動する元気なまち 近江八幡　～オール近江八幡で育む“生き抜く力”と未来を切り拓く“創造力”～
　変化の激しい時代に、自ら考え、仲間とともに学び、変化や困難をしなやかに乗り越えていくための“生き抜く力”と、新たな価値を生み出し未来を切り拓く“創造力”を家庭・学校・
　地域が一体となって育みます。
　学びの場を、学校に限らず、家庭や地域、社会の様々な場へと広げ、人と人とのつながりの中で、こどもが育つ環境の充実を図ります。
　すべての世代がふるさとに愛着と誇りをもち、互いに学び、支え合いながら、一人ひとりが自分らしく輝き、地域の未来を共に築いていける社会をめざします。

199,222千円

第３期近江八幡市教育振興基本計画

〖

個
別
計
画
〗

◆近江八幡市学ぶ力向上にかかる「生きる力」育みプラン

◆近江八幡市生涯学習社会づくり推進計画

◆近江八幡市学校教育情報化推進計画

◆近江八幡市就学前教育・保育育成指針

◆近江八幡市子ども読書活動推進計画

◆近江八幡市スポーツ推進計画

◆第２期近江八幡市立図書サービス基本計画　等

《 生 涯 学 習 課 》

 家庭の孤立化／親子の時間の減少／スマートフォン等の利用による親子の対話不足／子育ての困難さ／

≪ 教育戦略（ミッション）≫

968,545千円

まちづくりに積極的に参加できるよう取組をすすめます。

端末更新、ＩＣＴ教育環境整備　etc《 教 育 総 務 課 》

《 ス ポ ー ツ 課 》

《 幼 児 課 》

〘１次＆２次 Ｒ８予算内示合計〙

《 学 校 教 育 課 》 教科担任制、部活動公的保障、生きぬく力育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄetc

幼児教育センター運営事業、幼稚園運営事業　etc.

①教育施策を計画的に推進し組織体制を充実させる　②教育施設の安全性を確保し持続可能な環境を整備する　③GIGA
スクール構想を推進し学校ICT環境の整備と安全な活用を図る　④学校現場予算を充実させ教育活動を円滑に進める

全てのこどもたちの社会的自立をめざし、VUCAの時代を生き抜く力を身につけるための更なる取組を推進する。
児童生徒の将来の生き抜く姿を見据え、縦横を切れ目なくつなぎ、学校力の向上を図る。

《 学 校 給 食 セ ン タ ー 》

《 図 書 館 》

各大会の運営・展開、新たなスポーツ戦略の検討、施設整備

図書館改修事業、本のまち動く図書館事業、ブックスタート
事業、図書館運営事業　etc

小中学校給食費無償化の実施、学校給食費等補助金の拡充
安全安心な給食提供、設備改修　etc

生涯学習情報の充実、多様なニーズに応える学習機会の
充実、地域・まちづくり　etc

　ふるさとに愛着と誇りをもち　学び合い　つながる楽しみが創る　元気なまち　近江八幡市
　～郷土愛が紡ぐ近江八幡の生涯学習社会～

　安全安心な給食の提供を行うとともに、センター施設及び各校園配膳室の維持管理を適正に行い、施設の長寿命化に努め、
近江八幡市の子どもの食育を保障する。また、今年度より市立小中学校に在籍する児童生徒の学校給食費を無償化とする。

デジタル技術の進歩普及により、図書館新システムを導入し、ＩＣタグによる自動貸出機・自動返却機の設置、ＬＩＮＥ連携、
図書館ホームページの改修を行い、更なる図書館サービスの向上と利用促進を行います。

《 教 育 施 設 整 備 推 進 課 》
安土小学校施設整備や八幡西中学校長寿命化工事、その他教育施設の改修工事、維持管理等をより円滑に実施するよう、
教育委員会事務局に教育施設整備推進課を設置。

安心安全な教育施設整備、長寿命化改修　etc

154,488千円

就学前段階における家庭教育を体系的に⽀援し、子どもの健やかな育ちを保障するとともに、保護者の不安軽減と

相互
連携

「近江八幡市教育⼤綱」を実現するための基本計画であるとともに、⼤綱で示された理念や方向性を踏まえ、その施策を具体的な取組として整理し、着実に推進していくための計画です。

6,947,632千円

６月上旬 → 第２回策定委員会（計画素案の確認・修正）こども＆庁内への意⾒聴取等、総合教育会議
４月下旬〜５月上旬 → 第１回策定委員会（委嘱状交付、趣旨説明、計画素案の方向性の説明）

 家庭教育に関する情報発信（リーフレット・Web・SNS等）
 小学校⼊学前後の重点⽀援（アウトリーチ型⽀援も含む）

 学校生活へ円滑に移行できる基盤を作る。
❶子どもへの効果 → 就学前の段階から家庭における適切な関わりや生活環境を整えることで、子どもの健やかな成⻑を⽀え、

❷基本的生活習慣・学習姿勢の定着 → 家庭教育⽀援員による助言や⽀援を通じて、早寝早起き、食事、身⽀度、挨拶等の基本的

９月中旬 → 第３回策定委員会（計画素案の確認・修正、パブリックコメント実施案確定等）

１１月中旬 → 第４回策定委員会（パブコメ回答、最終計画案確定、教育⻑へ答申）
１２月 → 『第３期近江八幡市教育振興基本計画』策定（予定）

 目標⑤  生涯にわたり学び続けるまちをめざします

613,216千円

71,278千円

❶リベラルアーツによるアプローチ ❷先行投資としてのアプローチ ❸目標・家庭の⾒える化アプローチ

〘事業内容〙　教育振興基本計画策定委員会の設置・策定委員会開催／教員、こども等への意⾒聴取／パブリックコメントの実施／国・県の教育施策及び次期学習指導要領の動向整理etc

 生活習慣や話を聞く姿勢・⾃分で取り組む態度など、学習の土台となる習慣の定着を図る。
❸就学後の学校適応力向上 → 就学前から学校生活を⾒据えた⽀援を行うことで、集団生活への不安や⼾惑いを軽減し、授業や

現行の第２期計画は計画期間の満了を迎えることから、本年度は第３期計画の策定に着手します。そのような中で、こどもたちには、状況に応じて⾃ら考え、判断し、行動しながら社会を

338,153千円

『第３期近江八幡市教育振興基本計画』策定　≪基本理念≫「こども」が輝き「人」が学び合い　ふるさとに愛着と誇りをもち　躍動する元気なまち　近江八幡　～生きる力から生き抜く力までの育成(滑らかに緩やかに)～「社会教育と学校園教育の両輪」０歳から１８歳を見通した保育・教育＆福祉との連携

生き抜く力が、これまで以上に求められています。また、国においては次期学習指導要領の改訂を⾒据えた議論が進められており、教育内容や学びの在り方は⼤きな転換期を迎えています。

３つの柱

②教育現場経験者（小中学校教職員OB・就学前教育教職員OB）の専門的知⾒を生かした家庭教育⽀援を行う。

〖つなぐ力  つながる未来〗

〘計画がめざすビジョン〙

近年、社会はVUCA時代に突⼊し、技術革新の加速や国際情勢の変化など、将来の⾒通しが一層困難な状況が続いています。近江八幡市教育振興基本計画は、本市のめざす教育の姿を示した

❻福祉と連携した0歳から18歳を⾒通したアプローチ ❼早寝早起きあさしどうアプローチ
❶近江八幡を心のよりどころとする生涯学習社会づくり❷余白の創出による授業力・学力・課題発⾒能力の
向上と働き方（がい）改革❸こども若者育成⽀援による誰一⼈取り残さない社会参画❹近未来の課題を解決
するための検討・研究開発❺生涯学習社会づくりと就学前教育・学校教育を⽀える統合的インフラ環境整備

　乳幼児の発達や学びの連続性を踏まえた就学前教育・保育の充実を図るとともに、小学校との滑らかな接続を推進する
～目指す子ども像：自分らしく　いきいきと輝き　友だちとつながり合える子～

　生涯にわたってスポーツに親しみ、楽しみそして支えあい「健康で生き生きとした　おうみはちまん」を築くため、スポーツ機会の
充実と環境整備に取り組み、スポーツを通じた地域の活性化を図る

各種取組の実施

〘スケジュール（案）〙

５つの目標

≪学校給食費の無償化≫市立小中学校に在籍する児童生徒の学校給食費を無償とする。

 ❶こどもが育つ  ❷親が育つ  ❸市⺠(⼈)が育つ
 目標①  こどもの豊かな心と健やかな体、主体的に学ぶ力を育む教育の推進により未来を生き抜く力を育てます
 目標②  地域の様々な⼈々と協働し、未来の担い手となる⼈材を育成します

７つの戦術的アプローチ

５つの戦略的協働基盤
（プラットホーム）

を的確に把握した上で、その意⾒を計画に適切に生かすことをめざします。また、計画の取りまとめについては、策定委員会を設置し、教育⻑からの諮問を受け、専門的かつ多角的な議論
を経て答申を得ることで、計画の妥当性と透明性を確保しながら進めていきます。

このような状況を踏まえ、第３期計画の策定にあたっては、教育が果たすべき役割を改めて⾒つめ直します。「生き抜く力」の育成を中心に据えながら、0歳から18歳までの育ちを一体と
して捉え、分野横断的な視点から本市の教育の軸となる考え方を明確にしていきます。併せて、教育現場やこどもの意⾒など多様な立場からの声を聴取し、本市が抱える教育課題や地域特性

❹OODAによる適応アプローチ ❺生涯学習(社会教育)と学校園の両輪アプローチ

『家庭教育強化支援プロジェクト構想』～就学前から切れ目のない家庭教育支援体制の構築～　　≪福祉＋教育（社会教育（生涯学習）、学校教育）の連携≫

❾学校・家庭・地域の連携強化 → 家庭教育⽀援員をハブとして、学校・就学前教育施設・地域関係者が情報共有と協力体制を

 学校行事に円滑に参加できる力を育成する。③学校区を単位とした「顔の⾒える」体制のもと、地域に根ざした家庭教育⽀援を推進する。

 目標③  これからの学びを⽀える魅力ある学校園づくりを推進します
 目標④  家庭・地域の力を高め、社会全体でこどもを育てます

２０の施策  ① 〜 ⑳  ※第３期教育振興基本計画 参照

〘改革がめざすビジョン・期待する効果〙

④小・中学校間の円滑な接続→授業をする教員が変わることに慣れ、中１ギャップの緩和につながる。

【中学年】特定教科における専科指導＋ローテーション（単元交換等）

26,414,460円
〘取組例〙

≪学校給食費補助金の交付≫市立小中学校に在籍で食物アレルギー等の理由により、学校給食を喫食していない児童生徒、市外の公立小中学校・特別⽀援学校小中学部・私立小中学校に在籍している児童生徒の給食費に相当する額を補助する。

子育て力の向上を図る。加えて、就学前から小学校への円滑な接続を実現する。

①就学前における家庭教育力の向上を最優先課題として取り組む。

 ⽀援者への情報の届きにくさ／地域連携の希薄化 etc

令和８年６月下旬 ： 第１回家庭教育強化⽀援推進会議開催

〘期待される効果・めざす姿〙

 家庭教育強化⽀援推進会議（10⼈程度）
④相談や助言にとどまらず、保護者に寄り添う伴走型の継続的⽀援、アウトリーチ型の⽀援を重視する。

令和８年４月 ： 家庭教育⽀援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2名を教委事務局に配置

〘改革がめざすビジョン〙

❺子育て不安の軽減 → 発達やしつけ、就学への不安等について、早期かつ継続的な相談・助言を行うことで、保護者の心理的負担
 を軽減し、不安の深刻化を防ぐ。
❻家庭教育への意識向上 → 家庭教育の重要性や具体的な関わり方について理解を深める機会を提供することで、保護者⾃身が

配置された各家庭教育⽀援員は、市内全就学前施設を担当(兼務)し家庭教育⽀援を推進する。
小学校区単位で家庭教育⽀援員（就学前家庭教育を実際に担う⼈材）を配置する。
〘配置体制〙

 保護者向け家庭教育相談（対面・電話・オンライン）
 就学前における家庭教育力向上に向けた講座の開催
 就学準備プログラムの実施

 環境を構築する。

〘改革がめざすビジョン・目的〙 少子化の進展や若年子育て世帯の安定的な収⼊が⾒込めない等の社会的背景がある中、本市でより多くの子どもを育ててもらえるよう、給食費の経済的負担の軽減を実施する。    〘効果〙子育て世帯の経済的負担を軽減する。
〘対象と内容〙

令和９年２月下旬 ： 第２回家庭教育強化⽀援推進会議開催

❹保護者への効果 → 家庭教育⽀援員に身近に相談できる体制を整えることで、保護者が孤立せず、安心して子育てに向き合える

学年の社会科を担当 〘本市の体制　※各校の実態に合わせて〙

 が安定する。
③教員の⼈材育成→担任の経験やスキルの差が埋まる為、学習進度・評価のばらつきが是正され、学級・学年経営

 図る。

小中学校給食費の無償化（給食センター運営事業、学校給食費補助事業）

20,000円×2校＝40,000円

１組担任 ２組担任 専科指導教員
学年の音楽・図工・家庭科を担当 学年の理科を担当⑤教員の負担軽減→担当教科が減ることで、授業準備の効率化、教材研究の充実につながる。

〘現状と課題〙→2025年度から小学校中学年における教科担任制を導⼊する国の動きがあり、本市でも中・高学年での積極的な取組を推進している。本市においても、2025年度より市費負担の非常勤講師配置
       や推進モデル校設置や先進校視察、推進委員会の開催等、各校での取組が活発化している。しかし、児童の情報共有の時間確保や学級担任と市費講師との連絡調整の難しさが課題である。

❹教科担任制市費講師を全小学校に配置・配置時間数を拡充し、多面的な児童理解を深め、教科担任制の定着を
 広げる。

❶先進校への視察を行い、実践事例をまとめ、学校に示す。

〘予算関係〙＜子ども・子育て⽀援基金に給食費無償化関連費用として３年分(令和8年度〜令和10年度)を積立＞1,200,000千円(400,000千円×3年) ❶学校給食費の無償化 約385,000千円(対象者数：小学校 約4,300⼈＆中学校 約2,200⼈) ❷学校給食費補助金の交付 約19,963千円（対象者数：小学校 約140⼈＆中学校 約210⼈）

≪スペシャルミッション（生き抜く力の育成）≫

 実践事例の検討、円滑な導⼊・推進に向けた方策等について協議し、小学校教科担任制のメリットを市内に
❸「小学校教科担任制推進委員会」を開き、市内小学校における教科担任制の推進に関し、教育課題の共有、
❷推進協力校による授業公開と⼤学教員による研修・指導の機会を持ち、管理職・教員への理解を深める。

市費臨時講師報酬等             

①多面的な児童理解→複数の教員が教科指導に当たることを通じて児童の学級満足度が高まり、多面的な指導・

【高学年】特定教科における専科指導×学級担任間の授業交換

（26,060円＋9,800円)×５回＝179,300円
30,000円×５回＝150,000円

 (26,120円＋2,200円)×2⼈×2校＝113,280円先進地視察旅費

『次世代の人材（子どもの生き抜く力）を育む近江八幡市』をめざして！ ⇒ 『つながる学び ひろがる学び 親子で育む 生き抜く力！』
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❺
〘成功へのstep〙

❻

 
   〘ｓｃｈｅｄｕｌｅ〙

  

❽

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【次期契約手続き・9月補正・プロポ】 令和１３年３月迄、一括支払いを想定

令和６年度～　基本設計・実施設計 工事開始 令和９年１２月工事完了 令和１０年１月新校舎供用開始

実施設計 長寿命化工事Ⅰ期・仮校舎建設 長寿命化工事Ⅱ期 令和１２年度迄

耐力度調査 整備方法等の検討＆協議

実施設計 工事

実施設計（馬淵小学校） 工事（馬淵小学校）

現況調査・設計 工事

仕様確定→債務負担行為→プロポーザル 契約→機器導入→移行→更新

債務負担行為→業者決定 契約→ＩＣタグ貼付

研究開始 調査 ＋ 研究 調査結果発表 成果発表・とりまとめ 特例校移行に向けた手続き開始（保護者説明会） 総時数特例校（小・中）　全小・中なめらかに実装！

モデル校・各校への指導助言／各校における取組み把握／推進委員会＆アンケート 前年度評価・検証等を踏まえた取り組みを展開

R6支援体制の構築→R7直接支援拡充開始（部活動主事採用、部活動指導員の確保、県人材バンク連携、中学校との連携と配置調整、指導者研修会実施、指導ライセンス講習受講、部活動の在り方調査研究の継続etc）→R8～持続可能な新しい部活動の運営体制の確立（公的部活動の保障）

小６、４中学校　学級集団・学年集団づくり 東中ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙﾗｲｵﾝｽﾞ大会開催 ４中学ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙﾗｲｵﾝｽﾞ大会

3期工事(地下ピット給排水管取替/LED取替工事) 4期工事(地下ピット給排水管取替) 5期工事(建築付帯＆電気設備工事/給排水管取替)6期工事(建築付帯＆電気設備工事/給排水管取替)7期工事(建築付帯＆電気設備工事/給排水管取替) 8期工事(建築付帯＆電気設備工事/給排水管取替)

小学校教育指導事業

主　　な　　内　　容

  ・ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙで紹介された本を学校図書館に配架 ・市ＰＯＰコンクールへの参加 
 注）ライオンズクラブと共催の為、調整が必要    (Ｒ７)3学期：〖公開〗東中ビブリオバトル・ライオンズ⼤会開催

安土小学校施設整備事業

2,864,976

     学年ビブリオバトルを開催し、チャンプ本を決定する 市内中学校２年生代表生徒

八幡西中学校施設整備事業(繰越明許費含む)

北里小学校施設整備事業

馬淵小学校施設整備事業

15,408

〘改革がめざすビジョン〙

11,414

小学校ＧＩＧＡスクール構想推進事業

　学校教育課

教育研究所運営事業

地域クラブ活動推進事業

中学校部活動強化支援推進事業

臨時講師配置事業

 R7.6〜R8.5
 R8.7〜R9.12

安土CA整備事業： R9.12竣工 ＜R10.1供用開始＞

今年度研究校研究で開発した探究学習カリキュラムを他校に水平展開するため推進協力員を配置し、各校においてカリキュラム編成を行う。

   ・市内4中学校の学年ﾋﾞﾌﾞﾘｵを勝ち抜いた代表者による

1,920,851

プール解体工事

1,141

安土小学校建設工事＆安土地域防災ｾﾝﾀｰ建設工事(ｺﾐｾﾝ・詰所)＆安土こどもの家建設工事
造成工事（盛土工、地盤改良工、調整池設置工、排水路工、法面工 etc）

    ビブリオバトル⼤会の開催

建設(R8.7設置完了予定)
仮設校舎設計〜許認可〜

step１(Ｒ７)1学期〜ビブリオバトルの素地・読書習慣の形成 → step２(Ｒ７)2学期：市内4中学校で校内「学級」ビブリオバトル開催   →  step３(Ｒ８)2学期：市内4中学校で校内「学年」ビブリオバトル開催   →   step４(Ｒ９)2月頃 市内ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾊﾞﾄﾙ大会の開催
 ・朝読書や⻑期休暇中の読書で推し本を決定

8,295

１人１台端末や校務系端末の活用を支えるＩＣＴ機器及びネットワーク環境の整備を計画的に進めるとともに、情報セキュリティーの強化を図る
43,858

9,385

内、ふるさと

1,180,664

8,873事務局運営事業

歳出要求額

8,873

3,541,884

2,249

11,414

〘対象〙

地域との連携基本的な生活習慣の確立、学力向上等、各校での特色ある学校づくりを推進する事業や、部活動の公式大会に関する経費への補助を行う。西中「水泳授業」民間委託

93,517

45,091

特色ある学校づくり・森林環境学習やまのこ・西の湖学習・食農教育等の事業を実施。また、教科担任制の導入に向けた取組として教員向けの研修を行う。「沖島わくわく探検隊」

　教育総務課

専科指導市費負担非常勤講師を６名増員し市立全小学校に配置。加えて、時間数を増加し児童の情報共有や研修等の時間を設け、質の高い教科指導を行う。

来年度、夫婦都市である富士宮市との児童交歓会と姉妹都市である松前町との中学生交流体験活動は本市において実施予定。活動を通じて、両市間での友好を深める。

本市が推進する「公的部活動の保障」の実現のため、部活動指導員の質の向上、指導員の確保、部活動の維持、活性化を行う。 6,944

3,346

(給食費無償化→小中学校の児童生徒は無償。幼稚園児は据置)食料品価格高騰(約11%)の為、賄材料費増額。備蓄物資のローリングストック及び食器(飯椀)更新。厨房機器(オーブン)更新。

77,766

775,633

2,644

108,116

5,027

1,141

12,315

3,179

1,233

中学校教育指導事業

特別支援教育推進事業

夫婦都市児童生徒相互交流事業

8,295

79,776

67,640

29,811

0

57,796

895

図書館サービスが円滑かつ迅速に行えるよう、効率的かつ効果的な図書館運営を行い、市民への読書普及を図る。

〈近江八幡館〉空調設備(事務室)の設計・工事。火災報知器設備の設計・工事。〈安土館〉防火設備受信機の工事。照明器具LED化の設計。

市立以外の小中学校に在籍する児童生徒、食物アレルギー等の理由により学校給食を喫食していない児童生徒に給食費相当額を補助金給付を行う。

6,095

65,867

29,165

12,215 11,320

2,548

7,985

学校給食センター及び各校園配膳室の設備修繕や保守点検等を行う。

20,053

760,718

32,034

中学校を問わずに参加できる地域クラブ活動の充実を図る為、まちづくりｸﾗﾌﾞ、ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門ｸﾗﾌﾞ、ﾏﾙﾁｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ、伝統文化ｸﾗﾌﾞの円滑な運営と充実。ﾆｰｽﾞｶﾞ高いｸﾗﾌﾞ活動を創設・運営。

特別支援教育支援員を５名増員して4５名に拡充。引き続き看護師５名を配置。介助員２名を配置。校外学習には、リフト付きバスの他に介護タクシーを市負担とする。

95,093

18,392

改修設計業務委託結果に基づき改修工事(5･6期)及び建築設備改修工事を行う。

子ども・若者の支援相談に応じ、関係機関の紹介や必要な情報の提供・助言を行うための機能を担う体制を確保し、相談支援を行う。 8,294

95,093

20,053

〘ｓｃｈｅｄｕｌｅ〙

944,125八幡西中学校長寿命化改修事業において、Ⅱ期工事・工事監理、ネットワーク・インターネット回線の移設、機械警備、産廃処分、備品購入、仮設校舎移転等を行う。

「第３期近江八幡市教育振興基本計画」及び「第２期学校教育情報化推進計画」について、それぞれ策定委員会を立ち上げ計画を策定。令和８年度に教育委員会表彰式を開催。

安土小学校整備工事について、令和１０年１月供用開始にむけて建設工事に着手。

所　属　名

90,338

12,315

屋上防水改修工事に向けた実施設計を実施し、健全な状態を保つことで児童に安全で安心できる教育環境を提供する。

エレベーター設置工事に向けた実施設計を実施し、誰もが平等に教育を受けることができる環境を確保する。

学校給食の衛生管理、配膳員の労働安全衛生環境を向上させることで、児童生徒に安全で安心できる教育環境を提供する。

建物の健全度調査を実施し、屋上防水改修等の検討を進めることで児童に安全で安心できる教育環境を提供する。

4,989

7,691

4,989

7,691

2,249

財源内訳

老蘇小学校施設整備事業

小学校学校給食設備整備事業

中学校学校給食設備整備事業

給食センター施設整備事業

学校給食費補助事業

子ども・若者育成支援事業

家庭教育支援基盤構築事業

中学校ＧＩＧＡスクール構想推進事業

給食センター運営事業

93

事　　業　　名

③教員のワーク ライフ バランスの改善と教育課程に専念する適切な時間を創出し、心身ともに健康を保持し、
③国の改革実行期間(〜R13年度)における方針に対する素地・ノウハウ、課題検証を行う

①部活動の意義を継承、発展させ、多様な子どもたちに魅力あるスポーツ活動体験と文化的活動体験の機会を

②部活動を通して、ＶＵＣＡ時代を『生き抜く力』を醸成する。

 授業や子どもたちへの指導に取り組める環境をつくる。

〘効果・めざすビジョン〙

①生徒がスポーツや文化芸術活動に親しむ機会を得られる ②地域⼈材を活用し持続可能な活動の場が整える

近江八幡市版『中学校部活動強化支援』の実施 (公的部活動の保障・生き抜く力の育成) 　　　≪schedule≫　step１(Ｒ６)部活動に対する新しい支援体制の構築　→　step２(Ｒ７～)部活動への直接支援開始　→　step３ 持続可能な新しい部活動の運営体制の確立

令和８年度 令和９年度

24,090社会体育施設整備事業

スポーツ振興推進事業

学校・家庭・地域をつなぐパイプ役として、地域学校協働活動推進員を各学校・園に派遣し、学校・家庭・地域との連携体制を十分機能させる取り組みを進める。

図書館施設改修事業

ふるさと応援基金とスポーツ振興くじ助成金(toto)を活用し、市民の利便性向上と安心・安全・快適な環境整備に努める。

　　　≪　主要事業スケジュール・ロードマップ　≫

事　　業　　名
令和１０年度　　注)令和10年度以降は記述にて記載

22,640

2

29,165

8,071

1,0165,079

「第73回近江八幡駅伝競走大会」及び50回目の節目を迎える「第50回記念水郷の里マラソン」の開催。

令和７年度

46,730

　生涯学習課 保護者同士や保護者と地域学校・家庭・地域をつなぎ、孤独な保護者の子育てをサポートする一面を担う家庭教育支援員を各小学校に置くことにより、保護者や学校の子育てを支援する。

29,813

10,098

ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙ・地域学校協働本部事業

ＩＣタグ導入（図書館）

図書館システム更新

学校給食センター地下ピット等改修工事

ビブリオバトルの水平展開

中学校部活動強化支援　

教科担任制・チーム担任制　

教育研究所（生き抜く力プログラム開発）

　図　書　館
図書館運営事業

配膳室空調設備整備事業

　スポーツ課

エレベーター整備事業 ※馬淵小学校

武佐小学校予防改修事業

八幡東中学校長寿命化改良事業

八幡西中学校長寿命化改良事業　

安土コミュニティエリア整備事業

学校図書館システム       

　　　≪　令和８年度 当初予算に要求した各課の主な事業　≫　　　※すべての予算ではありませんのでご留意を！　※幼児課を除く

2,361,220

14,915

45,732

1,681

101,172

96

67,547

71,791

6,023

　学校給食センター

給食センター施設維持管理事業

①公共下水道接続と仮設校舎の排水工事②仮設校舎の為の先行電気工事

③外構改修工事（駐車場、フェンス等） ④仮設校舎移転に伴うネットワーク移設
①校舎棟、屋内運動場等の⻑寿命化改修工事 ②エレベーター設置工事
〖令和８年度着手の事業〗長寿命化改修工事Ⅱ期（～Ｒ12.10予定）

③プール解体工事④仮設校舎賃貸借業務⑤仮設校舎設計〜許認可〜建設(R8.6完成)

Ｒ７年度【❶ラグビーｸﾗﾌﾞ❷ソフトボールｸﾗﾌﾞ❸まちづくりｸﾗﾌﾞ❹データサイエンス⼊門ｸﾗﾌﾞ】

 ❼ 『安土コミュニティエリア整備事業』
〘取組〙安土コミュニティエリアとして、小学校、地域防災センター(コミュニティセンター)、こどもの家一体整備工事を実施

     ③「学び」＋「コミュニティ」＋「防災」の拠点

 保障する。

〘令和7年度着手済の事業〙⻑寿命化改修工事Ⅰ期(〜R8.８予定)
 工事・仮設校舎賃貸借業務を実施
〘取組〙　教育環境の向上を目的とし、⽼朽化した八幡⻄中学校施設の⻑寿命化改修

〘改革がめざすビジョン〙

『八幡西中学校施設整備事業』
〖令和7年度着手済の事業〗

⻑寿命化改修工事Ⅰ期
(〜R8.8)公共下水道接続と

仮設校舎賃貸借業務

仮設校舎電気工事

     ①「新たな学び方」「学校地域連携」への対応
     ②  田園風景・町割り・安土城に呼応する施設づくり仮設校舎の給排水工事

  ・中２国語科の授業で原稿作成をし、学級ビブリオバトルを開催   ・R７同様に学級ビブリオバトルで学級代表者を決め、

Ｒ８年度(新規)【❺日本伝統文化ｸﾗﾌﾞ(茶道・書道・華道)❻マルチスポーツｸﾗﾌﾞ(ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ/ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ)】

〘地域クラブ活動推進事業〙

本市実情に応じた拠点校部活動や地域クラブ活動の実現へ向けたコーディネート

学校及び教職員との連携調整＆教員に代わる各種登録や⼤会への届出・申込 etc
地域クラブ活動の運営体制の研究及び各種調整＆庁内及び関係機関との協議・調整
部活動や地域クラブ活動における施設や備品等の管理及び活動環境の⽀援
生徒及び保護者との調整＆部活動指導員及び地域指導者の確保及び研修

ビブリオバトル方式の採用により、個⼈的な読書活動を学級集団、学年集団、学校集団の読書活動に高めることにより、子どもの生き抜く力を育成する。
読書活動の拡充　『ビブリオバトルの水平展開』（生き抜く力の育成）

〘設計コンセプト〙安土の歴史ある街並みと調和し「良質な学習環境」と「多様な地域コミュニティ」を⽀えるコミュニティエリア

 機械警備業務、備品購⼊、引越作業等

グラウンド

プール

校舎

駐輪場

仮
設
校
舎

仮設校舎完成後
→ 特別教室が引越し
Ⅱ期工事(⻑寿命化工事)着手

各技場

屋内運動場


